
「 小中学校における水災害教育の実施等」
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河内町教育委員会との意見交換を踏まえ、小学５年生理科を対象に水災害教材を作成
・「天気の変化と川の様子」と「川の流れと土の変化」の授業時において、教員が選択可能な５つの素材集を作成した。
・社会と理科の学習成果をつなぐ“ワークシート（地域の水害危険性を知る。防災情報の入手方法を知る）”を作成した。
・作成した教材を活用し、かわち学園の小学5年生2クラスにおいて試行授業を行い、教材の深化を図った。

小学校から中学校にかけての水災害教育の学年指導計画案を作成
・「【河川管理者等向け】学校教育を理解するためのスタートブック（国土交通省：平成30年3月）」を参考に、小学１年生
から中学３年生までの「水災害教育カリキュラム（学年展開例）」を作成した。
・本年度は、昨年度成果を活用し、カリュキュラムに基づく全学年を対象とした「水災害教材」の作成を行う予定である。

教育カリュキュラム一覧
（小学校1年～中学校3年生）

生活/特別活動（学活） 理科 社会

子ども園

安全に生活し、緊急時
に教職員や保護者の
指示に従い、落ち着い
て行動できるようにす
る

ぼうさいダック
■幼児が楽しく身体を動かして遊びながら、災害や日
常の危険に備えた行動の「最初の第一歩」を学ぶ。

1年生

2年生

3年生
災害の特徴を理解す
る。

通学路の安全性（災害による危険を予測しよう）
■普段と大雨の時のまちの様子を比較して、外（通学
路）では大雨や風によってどのような危険があるのか、
どこが危ないのかを理解する。
【振り返り】友達と公園で遊んでいる時に大雨が降って
きたらどうするかな？
⇒自分の命は自分で守ることが大事なんだね！

利根川の特徴
■身近な地域の特徴として、利根川の流れる位置や範囲、流域
の人口・面積、様子などを理解する。
【振り返り】他の川の特徴を調べて、利根川と比較してみよう。
⇒利根川は全国的にも大きな川で、川の周りには多くの人が住ん
でいるんだね！

4年生

気象現象と自然災害
の関連性及び地域の
水害特性について理
解する。

通学路の安全性（通学路の危険な場所を考えよう）
■通学中に災害が起きそうな場所、災害が起きると危
ない場所がないか考えてみて、通学路の危険性を理
解する。
【振り返り】自分の家の周りで危険な場所はあるかな？
⇒家族や近所の人にも教えてあげよう！

雨水の行方と地面の様子
■雨水は、山から川、川から海のように、高い場所から低い場所
へと流れていくため、大雨が降った時には、川に流れる水の量が
増えるということを理解する（水循環にも触れる）。
■また、川から溢れた水は土が混じっているため、茶色く濁ってい
ることを理解する。
【振り返り】自宅の近くで雨の時にあふれやすい場所はあるか
な？
⇒雨の時はここに注意しよう！

過去の水害
■近くを流れる利根川では、過去に何度も水害が起こっているこ
とを知ってもらい、川が与える危険について理解する。
■また、水害が起きるとまちがどのようになるのか、水害時の様
子をイメージする。
【振り返り】大雨の時はどんな行動をするべきかな？
⇒洪水が起きる前に避難しないと危ない！

河川改修とそれに携わった人物
■利根川はこれまで姿を変えてきたことを学び、河川改修の概要
やそれに携わった人物について理解する。
【振り返り】河川改修を実施したことでどんな影響があったかな？
⇒今の川ができるまでに、いろんな人の力があったんだね！

防災情報
■災害時に気象庁や自治体から発表される防災情報の種類とそ
の時に取るべき行動を理解する。
【振り返り】それぞれの情報が発表された時、どんな行動をとるか
な？
⇒「避難準備・高齢者等避難開始」が発表されたら、避難の準備
を始めよう！

5年生

気象現象や水害に対
する理解を深め、自宅
や地域の水害リスクを
把握する。

通学路の安全性（大雨時の避難先を考えよう）
■通学中に避難が必要となった時のために、周りにあ
る避難所や高い建物等の避難先を確認する。
【振り返り】自分の家と学校の間には、大雨の時に避難
できるような場所があるかな？
⇒大雨が降った時は、下級生を連れて避難しよう！

天気の変化と川の様子
■雨が降る時は雲が暗くなり、大雨が降ると川の水が増水し、洪
水が起きる危険があることを理解する。
■また、上流側で大雨が降っていても洪水が起きる危険があるこ
とを理解する。
【振り返り】外にいる時に洪水の被害にあわないために、自分にで
きることは何かな？

流れる水の働き
■流水実験装置を使って、流れる水の働きとして“侵食”、“運
搬”、“堆積”の現象及び水害との関係性について理解する。
【振り返り】流れる水の働きで知ったことをどう防災に活かせるか
な？
⇒大雨の時は川に近づかないようにしよう！

降雨体験
■国土交通省が所有している「降雨体験車」を活用し、雨の強さを
体験する。雨が強い時は視界が悪く、川の水も増水するため危険
であることを理解する。
【振り返り】体験したような雨が降るとまちはどうなるかな？
⇒洪水が起きる可能性があり、歩くのも難しい！

ハザードマップの活用
■地域の水害危険性と避難について学ぶ手段として、ハザード
マップの見方を理解し、自宅や学校の水害危険性を把握する。
【振り返り】自宅の浸水深を確認した上で、どんな対策が考えられ
るかな？
⇒浸水する前に、近くの避難所（高台）に避難しよう！

防災情報
■早い段階で避難をして、命を守るための知恵として、地デジdボ
タン及び川の防災情報の使い方を理解する。
【振り返り】どんな時に情報を調べるかな？また、すぐ調べられる
ようにするにはどうしたらよいかな？
⇒雨が強かったり、避難情報等が発表されたら情報を調べよう！
すぐ使えるように日頃から調べる練習をしておこう！

6年生

地域で行われている防
災の活動を理解し、自
分にできることが何か
を考える力を身に付け
る。

通学路の安全性（天気予報を確認しよう）
■通学前に天気予報を確認し、事前に雨が降ることを
把握出来るようにする。
【振り返り】学校に行く前に天気予報を見た時に「昼か
ら大雨に注意」と予想されていた場合、どうしますか？
⇒家族には、大雨の時の避難先を伝える！

災害から人々を守る活動
■地域を守るために活動している人々がいることを知り、その活
動内容を知るとともに、自分たちにできることは何かを考える。
【振り返り】自分たちにできることはあるかな？
⇒家族と話し合いをして、自分たちの身は自分たちで守る！

7年生
地形や災害に関する
地域の特徴を理解す
る。

通学路の安全性（洪水時の車走行）
■冠水時にどれほど走行できるのか、水深何cmまで
だったらドアを開けることができるのか、などを学び、車
に乗っている時に冠水している場所を通るのは危険で
あることを学ぶ。
【振り返り】車で急いで移動している時、交差点が冠水
していたら、運転している人に何と言うかな？
⇒水没したら大変だから無理に通らずに回り道をす
る！

身近な地域の調査　【地理】
■身近な地域の調査として、過去の水害や地域の標高・空中写
真等を調べ、地域の歴史や地形特性を理解する。
■また、地形特性から、水害危険性について考える。
【振り返り】把握した水害危険性について、なぜそのような危険性
があるのか、予測してみよう。
⇒標高や土地利用の特徴が水害危険性と関係している！

8年生
災害危険性を把握し、
避難方法を理解する
（自助）

通学路の安全性（利根川の歴史（歩く会））
■かわち学園で実施している「歩く会」において、利根
川沿いを歩きながら、利根川の歴史を学ぶ。
【振り返り】利根川の歴史を知ってどう感じましたか？
⇒川の形が変わってることは知らなかった！自分の家
がある場所は昔何があったのか気になる！

台風の特徴と被害
■台風がどのような進路で進み、どのような被害が出るのかを理
解し、事前にできる対策・準備が何かを考える。
【振り返り】台風発生～直撃までの間に自分でできる対策は？
⇒台風が発生したら細目に情報収集を行い、被害にあわないよう
に対策をする！

ハザードマップの活用
■ハザードマップを活用して、自宅及び学校からの適切な避難
所・避難経路を考える。
■避難経路を考えるにあたって、避難する際の注意点についても
理解する。
【振り返り】災害時にスムーズに避難を行うために普段からできる
ことはあるかな？
⇒ハザードマップを使って、家族と避難場所・避難経路について話
し合い、一度避難経路を歩いてみる！

9年生
地域のため、自分のた
めにできる防災対策を
理解する（自助・共助）

通学路の安全性（避難行動の重要性）
■避難勧告や避難指示が出ても避難しない人がたくさ
んいるという現実を伝え、どうやったらすばやい避難行
動ができるのかを考える。
【振り返り】どんな状況になったら避難行動を開始しま
すか？
⇒早めの避難が重要！

自分たちにできること　【公民】
■大規模洪水の激甚化や高齢者の避難の遅れなど、社会的に問
題となっているテーマに触れ、それに対して自分たちにできること
を考えることで、共助の意識を持つ。
【振り返り】社会的課題に対して、自分たちにできることはあるか
な？
⇒身の回りの人々に授業で習ったことを教えて、意識を高める！

中学校

学年 目標
科目

小学校

通学路の危険性に関
する学習を通じて、身
近な生活に関わる見
方・考え方に『安全』と
いう視点を持つように
する。

通学路の安全性（災害を知ろう）
■風水害、地震、津波などの災害によってどんな被害
が出るのかをイメージする。
【振り返り】学校にいる時に災害が起きたらどうするか
な？
⇒災害が起きた時は上級生や先生の指示に従おう。

『水災害教材の作成方針』

『つなげる教材』ワークシート

『水災害教材の作成例』

『水災害教育カリュキュラム（学年展開例）』

社会

１年生

地形や災害に
関する地域の
特徴を理解す
る。

身近な地域の調査　【地理】
■身近な地域の調査として、過去の水害や地域の標高・空中写真等
を調べ、地域の歴史や地形特性を理解する。
■また、地形特性から、水害危険性について考える。
【振り返り】把握した水害危険性について、なぜそのような危険性があ
るのか、予測してみよう。
⇒標高や土地利用の特徴が水害危険性と関係している！

２年生

災害危険性を
把握し、避難
方法を理解す
る（自助）

ハザードマップの活用
■ハザードマップを活用して、自宅及び学校からの適切な避難所・避
難経路を考える。
■避難経路を考えるにあたって、避難する際の注意点についても理
解する。
【振り返り】災害時にスムーズに避難を行うために普段からできること
はあるかな？
⇒ハザードマップを使って、家族と避難場所・避難経路について話し
合い、一度避難経路を歩いてみる！

３年生

地域のため、
自分のために
できる防災対
策を理解する
（自助・共助）

自分たちにできること　【公民】
■大規模洪水の激甚化や高齢者の避難の遅れなど、社会的に問題
となっているテーマに触れ、それに対して自分たちにできることを考え
ることで、共助の意識を持つ。
【振り返り】社会的課題に対して、自分たちにできることはあるかな？
⇒身の回りの人々に授業で習ったことを教えて、意識を高める！

学年 目標
科目

教育カリュキュラム内容
（中学校3年生：社会）

別紙－４



「小中学校における水災害教育の実施等」

【日時】2019年2月1日（金）
【対象】かわち学園 小学5年生2クラス
【実施内容】 「天気の変化と川の様子」

「流水実験」
「降雨体験車」

《天気の変化と川の様子》 （45分）
天気の変化によって、川の様子がどのように変わるのか、また、

雨が降る時の川にはどのような危険性があるのかについて学習
した。また、家族と洪水について考えてもらうためのワークシート
を配布した。

《流水実験》 （45分）
流水実験装置を用いて、①流れる水の量の違いによる土の削

れ方、②河道上に障害物を置くことによる水の流れ方、③今と昔
の土地の違いによる流出率、について学習した。

《降雨体験車》
（45分）
国土交通省保有の降
雨体験車を用いて、雨の
強さと危険性について学
習した。

※授業の振り返り
授業の振り返りとして、与えた
テーマについて、グループ・個人
で振り返りを行い、家族と取組む
ワークシートを配布した。

テーマ：「学校や自分の家の
周り、通学路などで水が溜
まったら危ない場所はどこだ
ろう？」

※授業の振り返り
授業の振り返りとして、与えた
テーマについて、グループ・個
人で考えてもらう時間を設け、
振り返りを行った。
テーマ：「みんなの住んでいる河
内町の横には利根川が流れて
います。ものすごい大雨が降っ
たら川はどのようになるかな？」

かわち学園を対象とした試行授業の様子

2



洪水時の水位

ロープを張って洪水
時の水位を表現

「 かわち学園『 歩く会』 支援」
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利根川の歴史を知り、防災意識の向上に繋がるイベント
・利根川の歴史を知ることで防災意識向上の“きっかけ”となることを目的に、河内町立かわち学園の授業の一環で
ある第8学年（中学2年）を対象とした『歩く会』を利根川下流河川事務所が支援。
・利根川沿川ルートに、今と昔の利根川の様子の違いや旧河道、洪水時の水位等についてのポスターを設置すること
で、生徒たちの防災学習の一助となった。

歩く会概要
・開催日
平成30年11月16日
・対象
河内町立かわち学園
第8学年（中学2年）
・ルート
利根川沿川

（L55.5k～L65.0k）

作成ポスター

旧河道

ポスターを見る様子

堤防天端を歩く様子

当日の様子

今と昔の地図



「 広域避難広域連携ＤＩ Ｇ（ 図上訓練） の実施」
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広域避難に関する協定運用における「 土台づく り」 を目的とした図上訓練の実施

・平成２９年に利根川下流河川事務所がオブザーバーとして関与し、千葉県香取市並びに、茨城県潮来市、稲敷市、
神栖市において「広域避難に関する協定」が締結されたことを踏まえ、4市合同の広域避難訓練を実施した。

・訓練方式は市同士の連絡が情報付与の一部であるため、職責が同等なグループを４市集め、会場レイアウトを工夫
し、４市別々のテーブルと、現場に見立てた中央テーブルを配置したロールプレイング方式による図上訓練とした。

・また、訓練実施後の評価は、参加者同士で適切な認識の共有が可能な「ワールドカフェ方式」を採用し、隣接する市
とのフラットな意見交換が可能な様に配慮した。

・今回の訓練は、上記の訓練方式を組み合わせて実施した事が大きな特徴で有り他に類似の実施例は見当たらず、
本実施例は、広域避難における地域の課題を見つける手法としての有効性を確認できた。

１．訓練当日のスケジュール説明

◇訓練の概要説明（１週間前）

２．事前状況付与 ※訓練効率化のため

①台風発生から氾濫注意水位までの状況を一覧表にて提
示し、読み合わせによる危機的状況の共有認識

②現時点の状況を踏まえ、今後の対応について、各市に
おける事前協議

３．広域避難DIGの実施

①氾濫注意水位到達後の水位情報等の提供
②破堤、越水の危険性、道路冠水等の情報提供
③氾濫情報（１時間後～１２時間後）

４．意見交換会（ワールドカフェ方式）

①第１ラウンド（各市にて協議）
②第２ラウンド（他市と入れ替え協議）
③第３ラウンド（各市にて再協議）

『図上訓練の対象地域』『図上訓練の実施方法』 『会場配置』



「 広域避難広域連携ＤＩ Ｇ（ 図上訓練） の実施」
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４市ともタイムライン等に沿った避難指示発令のタイミングは適切に実施できた。
タイミングは適切であっても発令範囲の想定が難しく、情報の受け手（住民側）の行動想定が必要である。
道路情報の提供など、市民の適切な避難行動に資する情報提供に対応できなかった市もあった。
各種対応に追われ、各市の避難勧告範囲を共有できておらず、避難者数等の共有方法が課題である。
水位観測所の情報等を踏まえ、先の状況を予測しての避難発令が難しい
道路冠水ポイントのイメージができなかった。場所の把握（他市の地名など）ができていない。
道路情報や避難順路の具体的な指示、河川水位や堤防決壊の情報を住民への確実な提供
他市の道路状況を共有し、提供する仕組みが必要
市対策本部と消防団や水防団との連携方法の強化が必要
協定の内容を含めたタイムラインの見直しが必要 など

『訓練結果の総括』

水位情報や道路情報等の確認各市の災害対策本部における対応検討状況 各市の対応結果

第２ラウンド：他市職員と課題を共有 まとめ：全体で課題を共有第１ラウンド：市における課題を整理

・訓練の様子と結果



「 氾濫水を迅速に排水するための大規模水害を想定した排水計
画」
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排水ポンプ車を活用した排水活動計画
・一昨年度の排水計画検討で得られた課題等を踏まえ、 D-2ブロックを対象に排水ポンプ車を活用した排水活動計画
について詳細検討を実施
・大規模氾濫時の円滑な排水活動を踏まえ、配置計画位置において現地の状況やアクセスルート等をとりまとめた現
場支援資料（個票）を作成。

【排水対策検討箇所】
・D-2ブロック

【排水ポンプ車配置計画個票】
・現場支援資料として配置計画箇所毎に“個票”を作成
・個票にはアクセスルート、燃料給油所、排水ポンプ車の配置、現地状
況、排水元・排水先の詳細、留意事項について記載

D-2ブロック排水ポ
ンプ車配置計画全体
図

排水活動における現場支援資料（ 個票） 作
成例

配置計画箇
所毎に個
票を作成

凡例

ランク A

ランク B

ランク C

Ｃ

Ｄ-2

Ｇ-5
Ｇ-6

Ｇ-7

Ｇ-4

Ｇ-1

Ｄ-1

Ｇ-2

Ｇ-3

排水対策の優先度（ランク）は、対策の緊急性（重

要施設や緊急輸送道路の浸水状況）や被災リスク

（浸水世帯数や浸水被害額等）の評価から設定

D-2ブロックで排

水ポンプ車活用
検討を実施

左右岸
1 D-1 左岸 0.0 ～ 18.0 神栖市 C

2 D-2 左岸 18.5 ～ 78.5
神栖市、香取市、稲敷市、河
内町、利根町、龍ケ崎市

A

3 C 左岸 79.0 ～ 85.5 取手市 A
4 G-1 右岸 0.0 ～ 18.5 銚子市、東庄町 C
5 G-2 右岸 18.5 ～ 37.0 東庄町、香取市 B
6 G-3 右岸 37.5 ～ 51.0 香取市、神埼町 A
7 G-4 右岸 51.5 ～ 63.0 成田市 C

8 G-5 右岸 63.0 ～ 74.0
成田市、栄町、酒々井町、佐
倉市、印西市、八千代市

A

9 G-6 右岸 74.5 ～ 77.0
印西市、我孫子市、柏市、白
井市

A

10 G-7 右岸 77.5 ～ 85.5 我孫子市 B
※ランクA、Bのうち浸水が長期化（3日以上）するブロックを対象

区間
氾濫ブ
ロック名

位置
市町

排水対策優
先度


